
矩
郡
の
代
官
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
（「
日
帳
」
寛
永
七
年
十
二
月
十
一
日

条
、『
県
史
史
料
』
細
川
（
三
）
六
九
頁
）、
家
臣
が
郡
単
位
に
設
置
の
代
官

職
を
兼
任
、
転
任
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
郡
単
位
に
複
数
の
代
官
が
任
命

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
更
に
こ
の
代
官
に
は
「
番
」
と
し
て

数
名
の
組
付
家
臣
が
従
っ
た
よ
う
で
、
例
え
ば
寛
永
七
年
の
田
川
郡
代
官

松
岡
七
左
衛
門
に
は
、
黒
部
吉
兵
衛
組
家
臣
二
名
、
井
門
重
元
組
家
臣
三

名
の
計
五
名
が
付
け
ら
れ
て
い
る
（「
日
帳
」
寛
永
七
年
十
月
二
十
八
日

条
、『
県
史
史
料
』
細
川
（
三
）
五
八
頁
）。

手
永
・
惣
庄

屋
制
の
成
立

各
郡
に
は
十
数
か
村
を
単
位
と
す
る
行
政
区
画
が
設
定

さ
れ
手
永
と
呼
ば
れ
た
。
手
永
は
本
来
は
郷
と
呼
ば
れ

て
い
た
地
域
呼
称
で
、
細
川
氏
が
入
封
以
後
、
こ
の
よ
う
な
名
称
を
与
え

た
と
さ
れ
る
（『
企
救
郡
誌
』
上
巻
）。
そ
の
統
括
者
は
惣
庄
屋
（
の
ち
大

庄
屋
）、
各
手
永
に
は
藩
か
ら
手
代
が
派
遣
さ
れ
た
。
各
村
に
は
庄
屋
が

お
か
れ
た
。
な
お
手
永
・
惣
庄
屋
の
名
称
は
、
慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）

ち
っ
き
ょ

に
「
松
原
作
右
衛
門
、
麻
生
惣
庄
屋
役
御
免
に
て
蟄
居
仰
せ
渡
さ
れ
、
跡

は
禅
源
寺
手
永
に
成
る
」（『
四
日
市
村
年
代
記
』）、
ま
た
同
内
容
の
記
事

が
「
松
原
の
作
右
衛
門
休
役
蟄
居
、
惣
庄
屋
麻
生
禅
源
寺
手
永
に
成
る
」

（『
禅
源
寺
年
代
記
』）
と
あ
り
、
細
川
氏
入
封
の
早
い
時
期
よ
り
、
手

永
・
惣
庄
屋
制
度
が
一
部
採
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
も
っ

と
も
惣
庄
屋
は
細
川
氏
入
国
以
前
に
す
で
に
豊
後
国
の
一
部
で
み
ら
れ
た

と
い
い
、
ま
た
、
慶
長
十
六
年
の
『
小
倉
藩
人
畜
改
帳
』（『
大
日
本
近
世

史
料
』）
に
は
、
豊
後
国
湯
布
院
・
横
灘
と
木
付
（
杵
築
）
廻
の
松
井
康

之
の
預
か
り
地
の
幕
府
領
、
松
井
康
之
の
知
行
地
、
蔵
入
地
、
萩
原
兼
従

（
細
川
忠
興
の
甥
）
の
知
行
地
に
「
捌
（
さ
ば
き
）」
が
見
ら
れ
る
。
こ
の

捌
は
郷
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
郡
方
支
配
機
構
未
確
立
の
時
期

の
在
方
支
配
の
単
位
と
さ
れ
、
捌
が
手
永
に
名
称
を
変
え
る
の
は
慶
長
末

期
か
ら
元
和
初
期
と
の
見
方
も
あ
り
（『
豊
津
町
史
』
上
巻
一
〇
〇
八
〜
九

頁
）、
手
永
・
惣
庄
屋
制
度
が
細
川
領
内
に
定
着
し
出
す
の
が
こ
の
時
期

と
み
ら
れ
よ
う
。
た
だ
後
述
の
よ
う
に
元
和
段
階
で
も
惣
庄
屋
が
い
な
い

手
永
も
み
ら
れ
、
手
永
・
惣
庄
屋
制
の
確
立
ま
で
に
は
少
し
時
間
が
か

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

第
二
節

細
川
期
の
農
村
状
況

検
地
の
方
針

大
名
に
と
っ
て
領
内
の
耕
作
地
の
状
況
や
生
産
性
の
掌

握
は
経
済
基
盤
の
確
立
の
上
で
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
た
め
の
土
地
政
策
の
基
本
が
検
地
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
農
民
の
保

有
す
る
田
畑
・
屋
敷
地
の
面
積
・
石
高
を
調
査
し
、
村
高
・
村
境
を
決
定

す
る
い
わ
ば
土
地
調
査
の
こ
と
で
あ
る
。
俗
に
竿
入
、
竿
打
、
縄
入
、
縄

打
な
ど
と
も
い
っ
た
。
土
地
調
査
に
あ
た
る
も
の
は
律
令
制
下
の
田
籍
・

出
図
、
荘
園
制
下
の
検
注
や
内
検
、
鎌
倉
幕
府
の
大
田
文
（
お
お
た
ぶ
み
）

な
ど
古
代
か
ら
存
在
し
た
が
、
戦
国
末
期
に
大
名
支
配
の
一
円
化
が
進
行

し
、
大
名
独
自
の
検
地
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
際
、
し
ば
し

ば
検
地
方
針
が
示
さ
れ
、
近
世
初
期
大
名
の
領
内
基
盤
を
作
る
こ
と
に
な
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る
農
政
の
基
本
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

豊
前
一
国
と
豊
後
の
う
ち
二
郡
を
拝
領
し
た
細
川
忠
興
も
、
慶
長
六
年

七
月
「
検
地
法
度
」（『
宇
佐
市
史
』
上
巻
、
広
崎
文
書
）
を
打
ち
出
し
検

地
を
実
施
し
た
。
そ
れ
は
、「
村
々
山
里
と
も
の
が
れ
無
し
、
旁
（
榜
）

示
改
定
」（『
禅
源
寺
年
代
記
』）
を
目
途
と
す
る
徹
底
し
た
も
の
で
あ
っ
た

が
、
全
二
十
三
ヶ
条
か
ら
な
る
法
度
を
抜
粋
し
て
お
こ
う
。

一
、
田
畠
壱
反
三
百
歩
た
る
へ
き
事

一
、
田
畠
付
様
五
段
之
事
、
並
山
畑
付
分
事

一
、
か
り
畠
ハ
別
ニ
帳
を
可
付
事

一
、
田
地
多
百
姓
す
く
な
し
在
所
、
又
す
く
な
き
百
姓
多
在
所
、
隣
郷
ニ
田
地
ヲ
百

姓
多
方
へ
可
付
事

一
、
居
屋
敷
可
付
事

一
、
田
畠
之
荒
地
、
当
荒
、
永
荒
念
入
可
付
分
事

一
、
日
そ
ん
、
水
そ
ん
所
可
付
分
事

一
、
郡
々
田
地
入
組
さ
る
様
ニ
可
付
事

一
、
検
地
は
多
少
在
所
在
之
共
、
在
所
切
可
打
立
、
帳
を
可
結
事

一
、
帳
作
之
宿
、
百
姓
出
入
禁
制
た
る
へ
き
事

一
、
田
畑
打
候
処
ニ
、
地
主
ヨ
リ
外
に
一
切
寄
間
敷
事

こ
の
検
地
の
方
針
は
次
の
よ
う
に
要
約
で
き
る
。
第
一
に
、
検
地
基
準

の
設
定
で
あ
る
。
田
畠
一
反
三
百
歩
と
太
閤
検
地
を
踏
襲
し
田
畠
品
位
は

五
段
階
と
し
た
。
畦
溝
や
荒
れ
地
、
日
照
り
や
水
害
に
よ
る
損
害
地
な
ど

非
耕
地
や
荒
廃
状
況
、
ま
た
井
手
・
堤
・
川
除
な
ど
水
利
利
用
地
等
の
掌

握
が
企
図
さ
れ
た
。
第
二
に
厳
格
な
実
施
で
あ
る
。
耕
地
の
所
持
者
は
病

気
な
ど
の
理
由
が
な
い
限
り
立
ち
会
う
こ
と
と
し
、
逆
に
そ
れ
以
外
の
者

は
「
田
畑
打
候
処
」
に
「
一
切
寄
間
敷
」
と
除
外
さ
れ
、
検
地
結
果
は
毎

夜
整
理
さ
れ
て
、
帳
簿
作
成
場
所
へ
の
百
姓
の
出
入
り
は
禁
止
さ
れ
た
。

第
三
に
郡
・
村
単
位
に
よ
る
耕
地
・
百
姓
の
整
理
で
あ
る
。
耕
地
面
積
と

百
姓
数
の
不
均
衡
の
是
正
を
は
か
り
、
耕
地
が
二
郡
に
ま
た
が
ら
な
い
よ

う
に
し
、
ま
た
検
地
は
村
単
位
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

本
検
地
の
実
情
を
示
す
検
地
帳
は
慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
）
の
八
月
か

ら
十
一
月
に
か
け
た
日
付
（
一
部
作
成
月
日
な
し
）
で
、
田
川
郡
弓
削
田

村
、
京
都
郡
尾
倉
村
、
宇
佐
郡
山
袋
村
、
同
郡
猿
渡
村
、
同
郡
宇
佐
村
、

同
郡
高
家
村
の
も
の
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
現
勝
山
町
域
関
係
の
も
の
は

現
存
せ
ず
、
田
川
・
宇
佐
・
国
東
・
速
見
各
郡
に
見
ら
れ
る
検
地
村
目
録

も
、
京
都
郡
分
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
（『
豊
津
町
史
』
上
巻
七
七
六
頁
第

２
表
）。
慶
長
七
年
七
月
に
「
御
検
地
済
、
諸
帳
面
等
不
残
有
吉
立
行
よ

り
差
上
」（『
綿
考
輯
録
』
慶
長
七
年
七
月
条
な
ど
）
と
あ
る
よ
う
に
、
検
地

帳
自
体
に
は
慶
長
七
年
七
月
な
い
し
八
月
ぐ
ら
い
ま
で
作
成
作
業
が
続
い

た
と
も
み
ら
れ
る
こ
と
を
示
す
記
録
も
あ
り
、
検
地
帳
の
年
月
日
付
は
検

地
実
施
日
と
さ
れ
る
日
付
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

人
畜
改
帳

細
川
忠
興
は
検
地
と
と
も
に
慶
長
六
年
に
豊
後
に
入
国

す
る
と
直
ち
に
速
見
郡
由
布
院
（
現
大
分
県
湯
布
院

町
）
で
人
畜
改
め
を
行
い
、
そ
の
後
慶
長
十
四
年
、
同
十
六
年
に
も
実

し
ゅ
う
ほ
う

施
、
忠
利
は
襲
封
の
元
和
八
年
（
一
六
二
二
）
領
国
全
域
の
人
畜
改
め
を
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行
っ
た
。
人
畜
改
め
の
調
査
後
に
作
成
さ
れ
た
帳
簿
に
石
高
に
関
す
る
情

報
な
ど
も
記
載
さ
れ
る
。

大
名
に
と
っ
て
さ
き
の
検
地
と
人
畜
改
め
は
い
わ
ば
セ
ッ
ト
の
政
策

で
、
戦
国
・
織
豊
期
か
ら
近
世
初
頭
に
か
け
て
行
わ
れ
た
農
村
労
働
力
の

実
態
調
査
と
い
え
る
。
そ
の
帳
簿
に
は
人
畜
改
帳
や
家
数
改
帳
・
家
付

帳
・
家
付
人
付
帳
・
棟
別
帳
な
ど
の
名
が
あ
る
。
検
地
が
土
地
生
産
力
調

査
と
い
う
性
格
を
持
つ
の
に
対
し
、
人
畜
改
め
は
村
内
の
百
姓
竈
（
か
ま

ど
）
ご
と
に
受
持
高
、
家
族
の
男
女
別
年
齢
・
軒
（
家
）
数
・
牛
馬
数
・

屋
敷
地
を
調
査
し
、
村
落
構
成
員
を
把
握
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
村
ご
と

に
男
女
別
・
年
齢
別
の
集
計
を
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
夫
役
負
担
能
力
の
あ

る
も
の
を
書
き
上
げ
さ
せ
た
。
す
な
わ
ち
役
負
担
可
能
な
家
（
役
家
）
と

役
夫
の
台
帳
で
あ
る
。
単
独
に
行
わ
れ
た
も
の
と
し
て
、
細
川
氏
が
そ
の

所
領
の
豊
前
・
豊
後
及
び
転
封
（
寛
永
九
年
）
後
肥
後
で
行
っ
た
調
査
に

基
づ
く
人
畜
改
帳
は
著
名
で
あ
る
。
た
だ
し
細
川
氏
の
帳
簿
は
百
姓
竈
単

位
の
記
載
で
は
な
く
そ
れ
ら
を
村
ご
と
に
集
計
し
た
戸
口
・
牛
馬
数
の
書

上
げ
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
当
時
（
江
戸
時
代
の
初
め
）
の
本
町
を
含
む

豊
前
地
方
及
び
豊
後
の
一
部
の
農
村
事
情
を
う
か
が
う
の
に
大
変
有
益
な

史
料
で
あ
る
。

細
川
氏
作
成
の
原
帳
簿
名
は
「
人
畜
御
改
帳
」「
家
付
・
人
付
・
牛
馬

御
改
帳
」「
人
付
帳
」「
家
人
牛
馬
之
御
帳
」
な
ど
で
あ
る
。
人
畜
改
帳
は

細
川
氏
関
係
史
料
が
寄
託
さ
れ
る
熊
本
大
学
に
保
存
さ
れ
る
が
、『
大
日

本
近
世
史
料

小
倉
藩
人
畜
改
帳
』
一
〜
五
巻
に
収
め
ら
れ
て
お
り
活
字

で
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
本
町
が
属
す
る
京
都
郡
関
係
帳
簿
は
二
冊
あ

り
、
表
紙
が
欠
け
る
た
め
年
月
日
や
原
書
名
不
詳
帳
簿
及
び
元
和
八
年
七

月
五
日
付
で
「
京
都
郡
人
畜
御
改
帳
」
と
題
さ
れ
る
帳
簿
で
あ
る
。
こ
の

二
冊
は
と
も
に
先
述
の
活
字
本
第
二
巻
に
掲
載
さ
れ
、
標
題
不
詳
の
前
者

に
は
「
豊
前
國
並
豊
後
國
國
東
郡
・
速
見
郡
人
畜
改
帳
總
目
録
」
と
い
う

仮
題
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
仮
題
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
細
川
氏
所
領
に
あ

た
る
豊
前
国
規
矩
郡
・
田
川
郡
・
京
都
郡
・
仲
津
郡
・
築
城
郡
・
上
毛

郡
・
下
毛
郡
及
び
豊
後
国
宇
佐
郡
・
国
東
郡
・
速
見
郡
に
つ
い
て
、
各
郡

単
位
に
家
数
・
男
女
人
数
と
内
訳
・
就
業
別
人
数
・
十
五
歳
以
上
と
同
以

下
の
各
男
人
数
・
牛
馬
数
と
そ
の
内
訳
な
ど
が
記
載
さ
れ
る
。
就
業
別
人

数
と
は
い
え
、
い
わ
ゆ
る
農
作
業
労
働
は
難
し
い
「
め
く
ら
（
盲
目
）」

（
視
力
障
害
者
）
や
「
こ
し
ぬ
け
（
腰
抜
）」（
身
体
障
害
者
）
と
呼
称
さ
れ

る
障
害
者
の
人
数
も
記
さ
れ
、
ま
た
男
性
が
十
五
歳
を
基
準
に
整
理
さ
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
人
畜
改
帳
が
役
負
担
者
（
年
貢
な
ど
の
諸
納
入
役
や
夫

役
と
呼
ば
れ
る
労
働
役
）
の
把
握
を
目
的
と
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え

る
。
な
お
本
帳
に
よ
れ
ば
、
家
数
総
計
は
記
さ
れ
な
い
が
、
集
計
す
れ
ば

四
万
九
五
四
三
軒
と
な
り
、
男
女
総
数
は
一
〇
万
四
八
五
八
人
、
牛
数
一

ひ
き

万
三
〇
八
二
疋
、
馬
五
二
四
二
疋
で
、
こ
れ
が
元
和
八
年
ご
ろ
の
細
川
氏

小
倉
藩
領
の
戸
口
及
び
家
畜
（
牛
馬
）
数
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

京
都
郡
の

行
政
区
域

元
和
八
年
七
月
五
日
付
の
「
京
都
郡
人
畜
御
改
帳
」
に

よ
り
本
郡
の
概
要
を
眺
め
て
み
よ
う
。
本
郡
の
村
数
は

六
二
か
村
か
ら
な
る
。
こ
の
な
か
で
惣
庄
屋
が
お
か
れ
て
い
る
村
が
岩
熊
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村
・
稲
光
村
・
堅
島
村
・
雨
窪
村
の
四
か
村
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
岩
熊
孫
兵

衛
・
稲
光
五
郎
兵
衛
・
堅
島
四
郎
左
衛
門
・
雨
窪
二
郎
右
衛
門
が
そ
の
任

に
あ
た
っ
て
お
り
、
本
帳
の
奥
付
よ
り
こ
れ
ら
の
惣
庄
屋
が
本
帳
を
作
成

し
藩
へ
提
出
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
更
に
本
帳
記
載
の
最
初
か
ら

第
一
グ
ル
ー
プ

上
久
保
・
飛
松
・
西
谷
（
行
橋
）・
大
谷
（
行
橋
）・
堤
（
行
橋
）・
御
手

水
・
平
尾
・
下
久
保
・
箕
田
・
図
師
・
宮
原
・
上
野
・
下
田
・
中
久

保
・
黒
田
・
岩
熊
・
長
川
・
菩
提
・
池
田

第
二
グ
ル
ー
プ

草
野
（
行
橋
）・
二
塚
（
行
橋
）・
稲
光
（
行
橋
）・
谷
村
（
苅
田
）・
葛

川
（
苅
田
）・
山
口
（
苅
田
）・
法
正
寺
（
苅
田
）・
下
津
熊
（
行
橋
）・

黒
副
（
黒
添
、
苅
田
）・
上
津
熊
（
行
橋
）・
行
事
（
行
橋
）・
吉
国
（
行

橋
）

第
三
グ
ル
ー
プ

徳
永
（
豊
津
）
・
福
丸
（
行
橋
）
・
常
松
（
恒
松
、
行
橋
）
・
堅
島
（
片
島
、

苅
田
）・
高
来
（
行
橋
）・
入
学
（
入
覚
、
行
橋
）・
す
ま
そ
の
（
須
磨

園
、
行
橋
）・
岡
崎
（
苅
田
）・
下
稗
田
（
行
橋
）・
池
田
・
上
稗
田
（
行

橋
）・
鋤
崎
（
苅
田
）・
検
地
（
行
橋
）・
下
崎
（
行
橋
）・
中
川
（
行

橋
）・
延
永
（
行
橋
）・
長
木
（
行
橋
）・
上
田
・
長
尾
（
行
橋
）・
苅
田

町
（
苅
田
）

第
四
グ
ル
ー
プ

新
津
（
苅
田
）・
尾
倉
（
苅
田
）・
集
（
苅
田
）・
南
原
（
苅
田
）・
馬
場

（
苅
田
）・
浜
町
（
苅
田
）・
光
国
（
苅
田
）・
提
（
苅
田
）・
与
原
（
苅

田
）・
雨
窪
（
苅
田
）・
松
山
（
苅
田
）

と
わ
か
れ
る
こ
と
が
記
載
形
式
の
違
い
か
ら
分
か
る
（
な
お
括
弧
を
付
し

た
も
の
は
現
勝
山
町
以
外
所
属
の
村
で
、
現
行
自
治
体
名
を
加
え
た
）。
つ
ま

り
藩
か
ら
の
指
示
に
よ
り
、
第
一
グ
ル
ー
プ
は
岩
熊
、
第
二
は
稲
光
、
第

三
は
堅
島
、
第
四
は
雨
窪
の
各
惣
庄
屋
が
作
成
し
、
そ
れ
を
合
わ
せ
る
か

た
ち
で
京
都
郡
の
人
畜
改
帳
が
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

惣
庄
屋
と
庄
屋

京
都
郡
の
四
グ
ル
ー
プ
の
編
成
基
準
は
明
ら
か
で
は

な
い
が
、
惣
庄
屋
は
藩
か
ら
の
任
命
で
知
行
（
い
わ

ば
給
料
）
拝
領
も
あ
っ
た
。
た
だ
、
こ
の
知
行
は
細
川
氏
家
臣
と
し
て
給

さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
い
わ
ゆ
る
庄
屋
給
の
よ
う
に
惣
庄
屋
と
い
う
役
職

に
対
す
る
役
料
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
（『
北
九
州
市
史
』
近
世
一
七
六

頁
）。
細
川
氏
は
入
封
地
豊
前
の
土
豪
・
地
侍
層
を
、
惣
庄
屋
・
庄
屋
と

し
て
郡
方
支
配
機
構
の
末
端
部
に
組
み
込
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
（『
田
川

市
史
』
上
巻
五
〇
九
〜
五
一
一
頁
）。
つ
ま
り
地
域
の
有
力
者
や
在
村
武
士

ク
ラ
ス
が
そ
の
役
に
あ
た
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
グ
ル
ー
プ
は
細
川

氏
そ
し
て
の
ち
の
小
倉
藩
主
小
笠
原
氏
に
も
継
承
さ
れ
る
広
域
行
政
単
位

の
手
永
に
あ
た
ろ
う
。

な
お
元
和
八
年
の
京
都
郡
の
改
帳
に
は
各
村
単
位
に
い
る
は
ず
の
庄
屋

は
記
さ
れ
な
い
。
元
和
八
年
の
各
郡
改
帳
を
み
れ
ば
、
仲
津
郡
に
は
各
村

単
位
に
庄
屋
の
記
載
が
あ
る
が
、
ほ
か
の
各
郡
改
帳
に
は
京
都
郡
同
様
に

庄
屋
の
記
載
が
な
い
。
つ
ま
り
仲
津
郡
の
庄
屋
記
載
は
む
し
ろ
例
外
で
あ
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る
。
し
か
し
、
慶
長
十
四
年
（
一
六
〇
九
）
や
同
十
六
年
の
速
見
郡
湯
布

院
村
の
改
帳
な
ど
で
は
庄
屋
・
肝
煎
が
み
ら
れ
、
惣
庄
屋
は
庄
屋
・
肝
煎

に
組
み
入
れ
ら
れ
て
集
計
さ
れ
る
事
例
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
み

れ
ば
慶
長
期
の
惣
庄
屋
は
庄
屋
の
惣
代
的
性
格
と
い
え
、
そ
れ
が
元
和
期

に
い
た
り
、
庄
屋
と
は
別
格
の
独
立
し
た
役
職
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。
人
畜
改
帳
作
成
の
前
年
に
あ
た
る
元
和
七
年
（
一
六
二
一
）

の
仲
津
郡
の
事
例
だ
が
、
惣
庄
屋
が
亡
く
な
っ
た
際
に
そ
の
子
が
庄
屋
を

継
ぎ
物
成
を
拝
領
す
る
と
い
う
。「
同
郡
（
仲
津
郡
）
御
惣
庄
屋
国
作
九

郎
左
衛
門
去
年
相
果
申
候
に
付
せ
が
れ
善
七
郎
に
庄
屋
被
仰
付
候
へ
共
五

十
石
之
知
行
分
去
年
物
成
不
被
下
候
、
当
年
よ
り
役
被
仰
付
可
被
下
候
」

と
い
う
郡
奉
行
の
言
上
に
対
し
藩
主
忠
利
が
「
当
年
之
様
子
に
よ
り
来
年

可
申
付
」
と
裁
可
（「
藩
譜
便
覧
附
録

二
」『
豊
前
叢
書
』
第
三
巻
）
し
て

い
る
の
は
、
以
上
の
よ
う
な
手
永
の
総
代
と
し
て
の
惣
庄
屋
の
性
格
の
一

端
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
い
わ
ば
惣
庄
屋
制
が
い
ま

だ
こ
の
段
階
（
元
和
七
年
ご
ろ
）
で
は
確
立
し
て
い
た
と
は
い
え
な
い
よ

う
で
、
同
じ
郡
奉
行
が
言
上
の
な
か
で
「
新
御
惣
庄
屋
之
事
」「
御
惣
庄

屋
無
御
座
事
」
と
申
請
し
、
忠
利
が
そ
れ
ぞ
れ
「
来
年
之
事
た
る
べ
き

事
」「
見
立
可
申
付
候
、
来
年
其
沙
汰
可
申
付
事
」
と
裁
可
し
て
い
る
こ

と
か
ら
惣
庄
屋
不
在
の
手
永
も
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

人
畜
改
帳
の

な
か
の
勝
山

元
和
八
年
の
人
畜
改
帳
で
確
認
で
き
る
本
町
域
に
つ
い

て
み
て
お
こ
う
。
括
弧
に
は
参
考
ま
で
に
小
笠
原
時
代

の
手
永
名
を
加
え
た
。
第
一
グ
ル
ー
プ
（
い
わ
ば
岩
熊
手
永
）
に
は
、
上

久
保
（
久
保
）・
飛
松
（
久
保
）・
御
手
水
（
久
保
）・
平
尾
（
久
保
）・
下

久
保
（
久
保
）・
箕
田
（
黒
田
）・
図
師
（
久
保
）・
宮
原
（
黒
田
）・
上
野

（
久
保
）・
下
田
（
久
保
）・
中
久
保
（
久
保
）・
黒
田
（
黒
田
）・
岩
熊
（
黒

田
）・
長
川
（
黒
田
）・
菩
提
（
久
保
）・
池
田
（
黒
田
。
分
筆
分
で
本
村
は

第
三
グ
ル
ー
プ
）、
第
三
グ
ル
ー
プ
（
い
わ
ば
堅
島
手
永
）
に
は
上
田
（
黒

田
）・
池
田
（
黒
田
）
が
属
す
る
が
、
第
二
グ
ル
ー
プ
（
稲
光
手
永
）・
第

四
グ
ル
ー
プ
（
雨
窪
手
永
）
に
は
存
在
し
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
本
町
域
は
ほ
と
ん
ど
は
岩
熊
手
永
に
属
し
堅
島
手
永
に

一
部
（
上
田
・
池
田
）
が
入
っ
て
い
た
。

な
お
、
小
笠
原
時
代
も
京
都
郡
は
四
行
政
区
画
、
す
な
わ
ち
新
津
・
黒

田
・
延
永
・
久
保
の
四
手
永
が
存
在
す
る
が
、
そ
の
構
成
は
本
町
域
に

限
っ
て
も
相
違
す
る
の
が
、
第
一
グ
ル
ー
プ
に
の
ち
の
久
保
・
黒
田
両
手

永
の
各
村
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
分
か
る
。
例
え
ば
細
川
時
代
は
図

師
と
黒
田
は
と
も
に
第
一
グ
ル
ー
プ
に
属
し
た
が
、
小
笠
原
時
代
に
は
図

師
は
久
保
手
永
、
黒
田
は
こ
こ
に
惣
庄
屋
が
移
さ
れ
黒
田
手
永
に
属
す
る

と
い
う
具
合
で
あ
る
。

ま
た
飛
松
は
村
で
は
な
く
「
飛
松
分
」
と
表
記
さ
れ
、「
正
保
国
絵
図
」

で
は
記
載
が
な
く
、「
元
禄
国
絵
図
」
に
は
独
立
村
と
し
て
記
さ
れ
る
。

上
久
保
村
の
石
高
変
化
や
記
載
位
置
な
ど
を
検
討
す
れ
ば
、
本
来
上
久
保

村
に
含
ま
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
安
永
二
年
「
大
庄
屋
・
小
庄

屋
」（
清
原
好
嗣
氏
所
蔵
文
書
。『
豊
津
藩

風
土
と
歴
史
』
第
二
輯
所
収
）

に
は
庄
屋
が
中
久
保
村
と
兼
帯
で
あ
っ
た
。
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更
に
小
笠
原
時
代
に
独
立
村
で
あ
っ
た
浦
河
内
（
の
ち
の
黒
田
手
永
）・

矢
山
（
同
）・
新
町
（
久
保
手
永
）
の
三
か
村
が
本
改
帳
に
は
確
認
で
き
な

い
。
こ
れ
ら
は
「
正
保
国
絵
図
」
で
は
「
宮
原
ノ
内
浦
河
内
」、「
岩
熊
ノ

内
矢
山
」、「
上
久
保
ノ
内
新
町
」
と
そ
れ
ぞ
れ
宮
原
村
、
岩
熊
村
、
上
久

保
村
の
一
部
で
あ
り
、
と
も
に
「
元
禄
国
絵
図
」
に
は
み
え
る
こ
と
か

ら
、
飛
松
と
同
じ
く
正
保
期
（
一
六
四
四
〜
四
八
）
か
ら
元
禄
期

（
一

六
八
八
〜
一
七
〇
四
）
の
間
に
独
立
し
た
と
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
本
改

帳
に
は
こ
れ
ら
三
か
村
の
状
況
も
本
村
の
内
容
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
と

い
え
よ
う
。
な
お
矢
山
村
の
一
部
は
慶
長
期
の
平
尾
台
草
刈
権
を
め
ぐ
る

対
立
か
ら
規
矩
（
企
救
）
郡
小
森
手
永
に
属
す
る
よ
う
に
な
る
が
、
元
和

八
年
七
月
三
日
付
「
規
矩
郡
家
人
牛
馬
之
御
帳
」
と
題
さ
れ
る
人
畜
改
帳

に
矢
山
（
現
・
上
矢
山
）
は
み
え
な
い
。
な
お
京
都
郡
の
矢
山
村
は
「
京

矢
山
」「
京
都
矢
山
」、
企
救
郡
側
の
矢
山
村
は
「
企
救
矢
山
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
（『
小
森
承
之
助
日
記
』
慶
応
元
年
七
月
二
十
六
日
、
慶
応
二
年
五
月

二
日
各
条
）。
ち
な
み
に
幕
末
の
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
に
は
京
都
矢
山

と
企
救
矢
山
の
間
の
郡
境
を
め
ぐ
り
検
分
、
郡
境
下
絵
図
な
ど
が
作
成
さ

れ
て
い
る
（『
同
上
』
慶
応
二
年
五
月
二
日
〜
四
日
条
、
十
一
日
各
条
）。
黒

田
村
は
の
ち
に
上
黒
田
・
中
黒
田
・
下
黒
田
と
分
村
す
る
が
、
こ
の
段
階

で
は
一
村
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
細
川
時
代
の
元
和
八
年
段
階
で
本
町
域
は
、
豊
前
国
京
都

郡
の
岩
熊
手
永
及
び
堅
島
手
永
の
両
行
政
区
に
一
七
か
村
（
飛
松
は
独
立

村
、
ま
た
両
池
田
は
一
村
に
換
算
）
が
分
属
し
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
は
小

笠
原
時
代
に
黒
田
手
永
と
久
保
手
永
に
再
編
、
一
部
が
規
矩
郡
小
森
手
永

に
組
み
入
れ
ら
れ
、
ま
た
い
く
つ
か
の
分
村
が
元
禄
期
く
ら
い
ま
で
に
は

独
立
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

二
つ
の
事
例

元
和
八
年
七
月
五
日
付
「
京
都
郡
人
畜
御
改
帳
」
に
は

現
勝
山
町
域
に
属
す
る
小
笠
原
時
代
の
数
か
村
が
の
ち

の
分
村
独
立
の
た
め
に
み
え
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
い

ず
れ
も
本
村
の
一
部
と
し
て
当
時
の
状
況
が
改
帳
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と

み
て
よ
か
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
本
改
帳
に
よ
り
な
が
ら
江
戸
時

代
は
じ
め
（
元
和
八
年
）
の
勝
山
町
の
状
況
を
、
一
七
か
村
の
デ
ー
タ
を

集
積
す
る
こ
と
に
よ
り
み
て
み
よ
う
。

ま
ず
具
体
的
な
記
載
形
式
を
、
本
改
帳
の
冒
頭
に
掲
載
さ
れ
る
岩
熊
手

永
（
先
述
の
第
一
グ
ル
ー
プ
）
の
上
久
保
村
を
事
例
に
紹
介
し
よ
う
。

高
千
貳
百
四
拾
石
七
斗
七
升
貳
合

一
、
家
數
百
七
拾
八
軒

上
久
保
村

内

拾
四
軒

本
百
姓
・
小
百
姓

拾
九
軒

名
子

壹
軒

山
ノ
口

貳
軒

鍛
治
（
冶
）

壹
軒

大
工
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貳
軒

寺

百
三
拾
九
軒

親
家
・
へ
屋
・
内
や
・
馬
家

一
、
男
女
數
三
百
八
人

内

拾
四
人

本
百
姓
・
小
百
姓

拾
九
人

名
子

壹
人

山
ノ
口

貳
人

鍛
治
（
冶
）

壹
人

大
工

貳
人

坊
主

七
拾
三
人

歳
拾
五
よ
り
上
ノ
男

四
拾
四
人

歳
拾
五
よ
り
下
ノ
男

男
數
合
百
五
拾
六
人

女
數

百
五
拾
貳
人

牛
馬
合
五
拾
三
疋
内

三
拾
四
疋

牛

拾
九
疋

馬

し
か
し
先
述
の
よ
う
に
、
各
手
永
に
よ
っ
て
記
載
形
式
は
微
妙
に
相
違

す
る
。
参
考
ま
で
に
今
ひ
と
つ
の
事
例
を
稲
光
手
永
（
第
二
グ
ル
ー
プ
）

の
冒
頭
掲
載
の
草
野
村
を
事
例
に
示
し
て
お
こ
う
。

高
七
百
七
拾
七
石
九
斗
七
升
七
合
三
勺

一
、
家
數
七
拾
四
軒

草
野
村

内

貳
拾
貳
軒

本
百
姓
・
小
百
姓

九
軒

名
子

壹
軒

寺
家

貳
軒

神
主

貳
軒

牢
任

三
拾
八
軒

親
・
下
人
家
・
内
家
・
馬
家
共
ニ

一
、
男
女
數
百
三
拾
九
人

同

村

内

貳
拾
貳
人

本
百
姓
・
小
百
姓

九
人

名
子

壹
人

寺
家

貳
人

神
主

貳
軒

牢
任

五
人

腰
ぬ
け

貳
拾
三
人

歳
拾
五
よ
り
上
ノ
男

拾
壹
人

歳
拾
五
よ
り
下
ノ
男

男
數
合
七
拾
五
人

女
數

六
拾
四
人

牛
馬
數
合
貳
拾
疋
内

拾
六
疋

牛
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四

疋

馬

こ
れ
ら
二
事
例
の
違
い
は
一
つ
は
、
男
女
数
の
下
に
前
者
は
無
記
載
だ

が
、
後
者
に
は
「
同
村
」
と
あ
る
こ
と
、
二
つ
に
最
後
の
部
分
で
前
者
は

「
牛
馬
合
」
と
の
表
記
が
後
者
で
は
「
牛
馬
数
合
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
些
細
な
違
い
だ
が
、
同
一
グ
ル
ー
プ
（
手
永
）
内
で
は
こ
の
細

か
な
表
記
法
が
統
一
さ
れ
て
い
る
。
本
改
帳
が
先
述
の
惣
庄
屋
単
位
に
作

成
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
集
積
し
た
も
の
を
ほ
と
ん
ど
加
工
せ
ず
に
作
成
さ
れ

て
い
る
証
左
で
あ
ろ
う
。
基
本
的
な
調
査
内
容
・
記
載
形
式
は
元
和
八
年

の
帳
簿
作
成
時
に
定
ま
っ
て
い
た
も
の
の
、
惣
庄
屋
の
い
わ
ば
差
し
出
し

で
、
あ
ま
り
厳
密
な
調
整
が
さ
れ
ず
郡
単
位
の
人
畜
改
帳
は
作
ら
れ
て
い

る
。石

高

さ
て
先
述
し
た
よ
う
に
細
川
氏
は
豊
前
・
豊
後
へ
入
封

後
の
慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
）
か
ら
七
年
に
か
け
て
検

地
を
実
施
し
た
が
、
当
時
の
状
況
を
示
す
帳
簿
の
伝
存
は
一
部
に
限
ら

れ
、
当
町
域
に
関
し
て
も
今
の
と
こ
ろ
未
確
認
で
あ
る
。
し
か
し
人
畜
改

帳
に
は
各
村
ご
と
に
石
高
が
記
載
さ
れ
る
。
た
だ
し
こ
れ
は
慶
長
期
の
検

地
実
態
を
示
す
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
小
倉
藩
で
は
、
細
川
氏
が
入
封

し
た
検
地
か
ら
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
小
笠
原
氏
が
引
き
継
ぐ
ま
で
の

こ

あ
ら
た
め
だ
し

三
一
年
間
に
改
め
出
さ
れ
た
石
高
を
古

改

出
と
称
し
、
そ
の
内
容
は
主

と
し
て
新
田
畠
と
し
て
開
発
さ
れ
た
分
と
考
え
ら
れ
、
京
都
郡
の
場
合
、

表
高
二
万
二
二
二
二
石
に
対
し
、
内
高
（
引
継
高
）
は
三
万
一
四
一
六
石

と
さ
れ
、
古
改
出
は
九
一
九
三
石
余
と
な
る
（
米
津
三
郎
「
初
期
小
倉
藩

の
石
高
に
関
す
る
若
干
の
考
察
」）。
し
た
が
っ
て
、
元
和
八
年
（
一
六
二

二
）
の
改
帳
記
載
石
高
は
慶
長
期
以
降
の
開
発
高
分
も
含
め
た
も
の
と
も

考
え
ら
れ
る
が
、
改
帳
作
成
に
当
た
っ
て
検
地
が
新
た
に
実
施
さ
れ
た

か
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
本
改
帳
の
石
高
数
値
が
ど
の
程

度
、
領
内
実
態
を
示
し
た
も
の
か
慎
重
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

も
そ
も
石
高
の
数
値
自
体
、
実
際
の
生
産
性
を
反
映
し
た
も
の
で
は
な

く
、
様
々
な
操
作
が
な
さ
れ
る
架
空
の
数
値
と
の
見
方
が
通
説
に
な
り
つ

つ
あ
る
。

石
高
と
は
そ
も
そ
も
体
積
数
値
で
、
一
石
は
メ
ー
ト
ル
法
で
い
え
ば
約

一
八
〇
㍑
、
そ
の
一
〇
分
の
一
が
い
わ
ゆ
る
一
斗
樽
の
容
量
の
一
斗
、
更

に
一
〇
分
の
一
が
一
升
で
、
い
わ
ゆ
る
一
升
瓶
の
容
量
約
一
・
八
㍑
、
そ

の
一
〇
分
の
一
が
一
合
で
あ
る
。
先
ほ
ど
の
事
例
で
い
え
ば
、
上
久
保
村

は
一
二
四
〇
石
七
斗
七
升
二
合
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
数
値
は
本
来
こ
の

分
、
つ
ま
り
一
斗
樽
換
算
で
一
万
二
四
一
七
個
分
の
米
（
た
だ
し
、
脱
穀

前
の
籾
殻
付
き
の
米
）
が
収
穫
さ
れ
る
と
い
う
建
前
で
与
え
ら
れ
る
数
値

で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
新
田
開
発
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
や
天
災

な
ど
に
よ
る
落
ち
込
み
な
ど
が
み
ら
れ
現
実
の
生
産
性
と
村
に
付
け
ら
れ

か
い

り

た
石
高
は
乖
離
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
分
村
な
ど
し
な
い
限
り
村
の
石

高
は
変
化
し
な
か
っ
た
。
ち
な
み
に
上
久
保
村
は
先
述
の
よ
う
に
飛
松
を

分
村
し
て
い
る
の
で
、
石
高
に
は
変
化
が
み
ら
れ
る
が
、
例
え
ば
中
久
保

村
は
変
化
し
な
い
。
し
か
し
、
京
都
郡
全
体
で
み
れ
ば
表
高
と
呼
ば
れ
る

公
称
石
高
は
変
化
せ
ず
、
上
久
保
村
の
減
石
は
飛
松
の
分
村
・
独
立
が
原
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因
だ
っ
た
と
し
て
も
京
都
郡
全
体
の
石
高
数
値
内
で
の
操
作
だ
っ
た
と
い

え
る
。
こ
の
よ
う
な
操
作
が
施
さ
れ
た
石
高
数
値
の
た
め
村
や
領
内
実
態

の
正
確
な
把
握
に
は
問
題
が
あ
る
が
、
一
応
の
目
安
と
し
て
考
え
て
お
き

た
い
。

記
載
形
式

先
に
掲
げ
た
上
久
保
村
の
事
例
に
草
野
村
も
参
考
に
し

つ
つ
改
帳
の
記
載
形
式
に
つ
い
て
大
名
が
改
帳
を
通
し

て
何
を
把
握
し
よ
う
と
し
て
い
た
か
確
認
し
て
お
こ
う
。
帳
簿
内
容
は
石

高
・
家
数
・
男
女
数
・
牛
馬
数
か
ら
な
る
（
後
掲
表
５
―
１
参
照
）。
家
数

は
軒
表
示
で
戸
数
に
相
当
し
よ
う
。
上
久
保
村
の
場
合
、
本
百
姓
や
小
百

姓
が
一
四
軒
か
ら
は
じ
ま
っ
て
寺
が
二
軒
、
そ
し
て
、
軒
数
と
し
て
目
立

つ
の
が
親
家
・
へ
屋
（
部
屋
）・
内
や
・
馬
家
な
ど
と
表
示
さ
れ
る
一
三

九
軒
で
あ
る
。
草
野
村
に
は
下
人
家
も
あ
る
。
本
改
帳
全
体
で
い
え
ば
、

親
ノ
家
・
下
人
ノ
へ
家
な
ど
の
表
記
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
実
態
は
何
で
あ

ろ
う
か
。
男
女
数
の
個
所
を
み
れ
ば
、
本
百
姓
・
小
百
姓
か
ら
坊
主
ま

で
、
単
位
は
軒
が
人
に
変
わ
っ
た
だ
け
で
数
値
自
体
に
変
化
が
な
い
。
か

れ
ら
は
自
立
し
た
職
業
に
よ
り
役
を
負
担
す
る
世
帯
主
と
い
え
よ
う
。
こ

れ
に
対
し
、
親
家
・
へ
屋
・
内
や
・
馬
屋
の
部
分
は
十
五
歳
よ
り
上
の

男
、
十
五
歳
よ
り
下
の
男
と
表
記
さ
れ
、
い
わ
ば
職
業
名
表
示
で
は
な

い
。
し
か
も
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
て
も
（
一
一
七
人
）、
一
三
九
軒
に
達
し

な
い
。
十
五
歳
以
下
の
男
性
が
い
わ
ば
戸
主
と
し
て
一
軒
の
家
に
居
住
す

る
と
い
う
こ
と
も
想
定
し
に
く
い
の
で
、
親
家
・
へ
屋
・
内
や
・
馬
屋
に

つ
い
て
詳
細
は
不
明
だ
が
、
職
業
的
に
は
独
立
し
た
戸
主
居
住
の
家
で
は

な
く
、
親
す
な
わ
ち
隠
居
者
や
下
人
な
ど
の
家
や
馬
小
屋
な
ど
で
あ
ろ

う
。
他
の
改
帳
の
事
例
で
は
牛
屋
・
土
蔵
な
ど
の
表
記
も
見
ら
れ
る
。
他

の
世
帯
な
ど
に
何
ら
か
の
形
で
依
存
し
た
世
帯
で
あ
り
、
女
性
を
主
と
す

る
世
帯
を
含
む
と
考
え
ら
れ
る
。
男
女
数
で
は
ま
ず
男
性
で
職
業
的
に
自

立
し
た
者
と
し
て
把
握
さ
れ
る
者
が
本
百
姓
・
小
百
姓
の
一
四
人
か
ら
僧

侶
の
二
人
、
及
び
職
業
的
な
自
立
を
果
た
し
て
い
な
い
つ
ま
り
役
家
と
し

て
は
不
十
分
な
十
五
歳
以
上
の
男
性
七
三
人
と
十
五
歳
以
下
の
四
四
人
、

合
わ
せ
て
一
五
六
人
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
女
性
は
一
五
二
人
で

職
業
的
に
自
立
し
た
も
の
と
し
て
は
把
握
さ
れ
て
い
な
い
。
以
上
の
よ
う

な
点
は
草
野
村
の
事
例
か
ら
も
確
認
で
き
る
。

し
た
が
っ
て
、
家
数
と
男
女
数
で
指
摘
で
き
る
こ
と
は
、
職
業
的
に
自

立
し
た
世
帯
を
構
成
し
て
い
る
か
否
か
、
す
な
わ
ち
役
負
担
者
（
役
家
）

で
把
握
さ
れ
る
こ
と
、
し
か
し
半
自
立
の
隠
居
（
親
）・
下
人
な
ど
の
居

住
家
の
ほ
か
牛
馬
小
屋
や
土
蔵
な
ど
人
家
以
外
も
把
握
さ
れ
る
こ
と
、
職

業
的
に
半
自
立
の
世
帯
で
も
男
性
は
十
五
歳
以
上
と
以
下
で
把
握
さ
れ
労

働
力
負
担
能
力
（
夫
役
）
の
有
無
が
帳
簿
作
成
の
目
的
の
一
つ
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
牛
馬
数
が
加
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。村

の
規
模

む
ら
ぎ
り

近
世
の
村
は
村
切
と
呼
ば
れ
る
行
政
区
域
分
け
が
な
さ

れ
、
成
立
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
中
世
の
比
較
的
大

き
な
、
い
わ
ば
郷
村
が
よ
り
小
さ
な
村
に
再
編
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
本

町
域
で
み
れ
ば
上
久
保
・
中
久
保
・
下
久
保
の
各
村
は
そ
の
典
型
で
あ
ろ
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う
。
本
来
、
中
世
段
階
で
は
久
保
庄
（
窪
庄
・
窪
郷
）
と
い
う
一
地
域
に

把
握
さ
れ
て
い
た
も
の
が
（「
大
内
義
弘
寄
進
状
」
興
隆
寺
文
書
『
南
北
朝

遺
文
・
九
州
編
』
六
な
ど
）、
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
に
も
久
保
庄
が
確

認
さ
れ
る
の
で
（
高
橋
元
種
書
状
）、
こ
れ
以
降
、
三
か
村
に
分
村
し
た

と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
中
世
以
来
の
大
き
な
郷
村
が
近
世
期
に
分
村
さ
れ
る
動
向

は
岩
熊
の
場
合
に
も
い
え
る
。
永
禄
年
間
（
一
五
五
八
〜
七
〇
）
大
友
氏

が
北
豊
前
に
進
出
し
た
際
、
大
友
勢
で
あ
っ
た
田
村
三
郎
入
道
な
る
人
物

に
四
〇
町
が
給
与
さ
れ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）

の
地
積
調
査
に
よ
れ
ば
岩
熊
村
は
田
・
畠
・
宅
地
あ
わ
せ
て
三
七
町
余

（『
京
都
郡
誌
』
一
二
頁
）
と
さ
れ
る
。
地
積
か
ら
い
え
ば
村
の
一
部
（
四

〇
町
）
よ
り
明
治
期
の
村
地
積
が
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
は
先
述
の
よ
う

に
岩
熊
村
が
元
禄
年
間
ま
で
に
矢
山
村
を
分
村
し
た
結
果
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
中
世
期
、
黒
田
庄
と
い
わ
れ
、
永
禄
六
年
（
一
五
六
三
）
の
大
友

宗
麟
書
状
（
七
月
二
十
三
日
付
、
大
友
家
文
書
録
、『
大
分
県
史
料
』
三
二
）

で
は
黒
田
村
と
さ
れ
る
地
域
は
、
本
改
帳
段
階
で
も
黒
田
村
一
六
一
三
石

余
で
あ
る
が
、
寛
永
年
間
（
一
六
二
四
〜
四
四
）
に
上
黒
田
と
下
黒
田
、

元
文
年
間
（
一
七
三
六
〜
四
一
）
に
更
に
中
黒
田
に
分
村
す
る
も
の
の
郷

帳
類
で
は
江
戸
期
を
通
じ
て
一
村
と
さ
れ
た
（『
京
都
郡
誌
』）。
確
か
に

改
帳
で
は
本
町
域
の
村
の
平
均
的
な
石
高
規
模
は
数
百
石
規
模
で
あ
り
、

こ
れ
は
江
戸
時
代
の
大
方
の
村
規
模
と
同
じ
と
い
え
よ
う
が
、
黒
田
村
の

実
態
は
分
村
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
大
村
と
し
て
大
名
側
は
把
握

し
、
上
久
保
村
も
一
二
四
〇
石
余
と
江
戸
時
代
の
平
均
的
な
村
と
比
較
す

れ
ば
か
な
り
大
き
い
。
逆
に
、
図
師
村
一
五
九
石
余
、
長
川
村
一
八
二
石

余
な
ど
は
小
さ
い
と
い
え
る
（
後
掲
表
５
―
１
参
照
）。
こ
の
よ
う
に
平
準

化
へ
の
動
き
が
あ
る
な
か
で
、
な
お
村
の
石
高
規
模
の
差
が
み
ら
れ
る
の

は
、
例
え
ば
図
師
村
や
長
川
村
が
山
（
丘
陵
）
と
小
河
川
（
長
峡
川
や
十

鞍
川
な
ど
）
に
挟
ま
れ
る
な
ど
の
自
然
環
境
や
地
域
の
社
会
的
結
び
つ

き
、
新
村
の
形
成
、
大
名
側
の
政
治
的
意
図
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
が
考

え
ら
れ
る
。

村
の
様
子

村
は
江
戸
時
代
の
人
々
に
と
っ
て
生
活
す
る
上
で
共
同

体
か
つ
行
政
体
で
あ
っ
た
。
大
規
模
な
村
ほ
ど
そ
の
中

に
は
実
質
的
な
共
同
体
的
地
域
を
内
包
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
が

い
わ
ば
行
政
体
と
し
て
分
村
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
行
政
体
と
い

う
の
は
年
貢
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
役
の
請
負
単
位
と
い
う
こ
と
を
基

本
と
す
る
。
い
わ
ゆ
る
村
請
制
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

先
述
し
た
よ
う
に
改
帳
は
年
貢
諸
役
の
賦
課
基
準
設
定
の
調
査
と
い
う
目

的
が
あ
り
、
そ
の
記
載
内
容
に
は
現
実
の
状
況
か
ら
す
れ
ば
偏
り
が
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
限
界
を
考
慮
し
た
う
え
で
、
当
時
の
実
態
を
考
察

す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
貴
重
な
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
く
れ
る
。

表
５
―
１
は
改
帳
に
よ
り
、
現
勝
山
町
域
の
村
の
石
高
・
家
数
・
身
分

（
職
）・
人
数
・
牛
馬
数
な
ど
を
整
理
し
、
い
わ
ば
近
世
は
じ
め
の
村
の

様
子
を
一
覧
し
た
も
の
で
あ
る
。
各
欄
は
先
述
し
た
記
載
内
容
に
基
づ
い

て
い
る
。
ち
な
み
に
「
惣
庄
屋
」
か
ら
「
十
五
歳
よ
り
下
の
男
」
の
計
が
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「
男
」
の
欄
の
人
数
で
、
こ
の
「
男
」
と
「
女
」
の
合
算
が
「
人
計
（
人

数
）」
と
な
る
。

こ
の
表
に
よ
れ
ば
ま
ず
、
先
述
の
村
の
平
準
化
傾
向
が
指
摘
で
き
る
と

し
て
も
、
現
実
に
は
石
高
や
家
数
・
人
数
の
面
で
、
村
の
歴
史
性
や
自
然

条
件
な
ど
に
規
定
さ
れ
差
が
認
め
ら
れ
る
。
総
じ
て
石
高
に
家
数
・
人

数
・
牛
馬
数
は
応
じ
て
い
る
。
た
だ
し
、
岩
熊
村
は
石
高
に
比
し
て
人
数

が
多
く
、
牛
馬
数
は
表
中
で
最
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
逆
に
一
村
把
握
の

黒
田
村
は
石
高
が
表
中
最
も
多
い
が
、
家
数
・
人
数
・
牛
馬
数
と
も
に
最

上
位
で
は
な
い
。

村
で
生
活
す
る
人
々
に
は
、
本
百
姓
・
小
百
姓
・
名
子
・
鍛
冶
・
大

表
５
―
１

勝
山
町
域
の
村
の
様
子
（
元
和
八
年
）

村

名

石

高

家

数

惣
庄
屋

本（
小
）

百
姓

名

子

山
ノ
口

鍛

冶

大

工

坊

主

神

主

こ

し

ぬ

け

牢

人

歳
十
五
よ

り
上
の
男

歳
十
五
よ

り
下
の
男

男

女

人
計

牛

馬

牛
馬
計

上
久
保
村

����石
���

���軒

��人

�	人

�人

�人

�人

�人

�
人

��人

���人

���人


�人


�疋

�	疋

�
疋

飛
松
分

���・
�
�

	

�

�

�

�

�

�


�

�

�

御
手
水
村

��・
����


�

�




�人

�





��

�

��

�

�

	

平
尾
村

���・

����

��

�




�

�

�

��

�


��

�

�

�

下
久
保
村

��
・
���


�

�




�

�

�


�


�

��

��

�

�

	

箕
田
村

���・
���

��

��

��

�

�

�

��

��

��

�	

	

��

図
師
村

��	・


�

	

�

�

�

	

�

��

�

�

宮
原
村

��・
	�

��

�

��

�

�

�人

��

	

��

��

		

��

�

一
�

上
野
村

���・

���

��

�




��

�


	


�

��

�

�

��

下
田
村

���・
����

�




�

�

�

�

	

�	




�

�

中
久
保
村

��・
���


��

�

�

�

�




�


��

��




�

�

黒
田
村

���
・
���


��	

��

��

�

��

�人

��


�

��

��

���


�

��

��

岩
熊
村

��	・

���

���

�

��

��

�	

��

���

�
�

�		

�


�

��

長
川
村

���・
����

�	

�

�

�

�	

�


�

��

�

�

�

��

菩
提
村

���・

���


�

�

�

�

�

�

��

��

��

�




�

池
田
分

���・
	��

�

�

�

�

�

�

�

�

�

池
田
村


��・
����

��

�




�

�




�

�


��

��

	

�

�


上
田
村

���・
��


�


�

�

�

�

�

�




�	

�	

��

�

�


註
）「
京
都
郡
人
畜
改
帳
」（
元
和
八
年
七
月
五
日
、『
大
日
本
近
世
史
料

小
倉
藩
人
畜
改
帳
二
』
所
収
）
よ
り
作
成
。
な
お
、
数
値
は
史
料
表
現
に
し
た
が
っ
た
。
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工
・
坊
主
・
神
主
・
牢
人
・
山
ノ
口
な
ど
が
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
専

業
者
で
あ
っ
た
か
は
考
え
る
余
地
も
あ
ろ
う
。
実
態
は
生
業
の
中
心
と
い

う
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
村
が
い
わ
ゆ
る
狭
義
の
農

民
だ
け
で
構
成
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
た
だ
し

ど
こ
の
村
で
も
こ
れ
ら
の
人
々
が
居
住
し
て
い
た
か
と
い
え
ば
そ
う
で
は

な
く
、
そ
の
基
本
は
農
業
を
主
た
る
生
業
と
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
本
百

姓
・
小
百
姓
や
名
子
で
あ
る
。

本
百
姓
と
小
百
姓
の
相
違
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
持
高
、
す
な
わ
ち
経

営
規
模
の
違
い
が
想
定
さ
れ
る
が
、
大
名
側
は
あ
る
基
準
を
設
け
て
施
策

的
に
区
別
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。
む
し
ろ
当
時
の

検
地
帳
な
ど
か
ら
み
れ
ば
、
持
高
の
差
を
超
え
て
藩
側
は
統
一
的
に
百
姓

と
把
握
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
も
み
ら
れ
る
。
名
子
は
隷
属
性
の
高
い
百

姓
と
考
え
ら
れ
る
が
、
特
に
岩
熊
・
箕
田
の
両
村
が
石
高
に
比
し
て
多

い
。
鍛
冶
・
大
工
・
坊
主
（
寺
）
な
ど
が
数
村
に
一
人
（
軒
）
ほ
ど
あ
っ

た
。
鍛
冶
は
農
具
や
牛
具
・
馬
具
の
製
造
や
修
理
、
大
工
は
家
や
小
屋
ま

た
農
作
具
の
加
工
な
ど
を
行
っ
て
い
た
だ
ろ
う
が
数
村
に
一
人
程
度
で
事

足
り
た
の
で
あ
ろ
う
。
坊
主
も
そ
う
で
あ
ろ
う
が
、
同
じ
宗
教
者
で
も
神

主
は
も
っ
と
少
な
い
。
た
だ
し
江
戸
時
代
も
中
世
と
基
本
的
に
同
じ
で
神

仏
習
合
の
時
代
で
あ
り
、
実
態
と
し
て
の
宗
教
行
為
は
坊
主
と
神
主
の
区

別
も
さ
ほ
ど
は
っ
き
り
と
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
。

ま
た
、
特
定
の
村
に
存
在
す
る
者
が
あ
っ
た
。
上
久
保
村
・
宮
原
村
に

は
各
一
人
の
山
ノ
口
が
い
た
。
御
山
ノ
口
と
も
呼
ば
れ
、
先
掲
の
細
川
領

全
域
を
集
計
し
た
「
豊
前
國
並
豊
後
国
国
東
郡
・
速
見
郡
人
畜
改
帳
總
目

録
」
の
集
計
部
分
に
は
山
之
口
と
川
口
之
番
・
境
目
之
番
が
並
べ
ら
れ
て

お
り
、
山
奉
行
の
配
下
で
藩
有
林
の
管
理
を
職
掌
と
し
た
。
更
に
、
黒
田

村
と
池
田
村
に
は
お
の
お
の
牢
人
が
五
人
記
さ
れ
る
。
両
村
は
観
音
山
を

挟
ん
で
隣
接
す
る
が
、
山
口
村
（
現
苅
田
町
）
の
等
覚
寺
の
山
伏
が
峯
入

り
し
た
霊
場
と
さ
れ
、
そ
の
山
伏
（
修
験
者
）
に
関
係
す
る
人
な
の
で
あ

ろ
う
か
。

御
手
水
村
・
平
尾
村
・
下
久
保
村
・
箕
田
村
・
上
田
村
に
は
そ
れ
ぞ
れ

一
な
い
し
二
人
、
黒
田
村
に
は
一
八
人
の
こ
し
ぬ
け
（
腰
抜
）
と
呼
称
さ

れ
る
障
害
者
が
存
在
す
る
。
表
現
か
ら
し
て
身
体
障
害
者
で
あ
ろ
う
が
、

お
そ
ら
く
は
現
行
で
い
う
知
的
障
害
や
自
閉
症
の
よ
う
な
発
達
障
害
の

人
々
も
想
定
さ
れ
る
。
地
域
社
会
で
は
こ
の
よ
う
な
障
害
を
持
っ
た
人
々

が
い
わ
ゆ
る
健
常
者
と
と
も
に
暮
ら
し
て
い
た
こ
と
を
改
帳
は
教
え
て
く

れ
る
。

共
生
と
差
別

以
上
、
江
戸
時
代
の
勝
山
町
域
の
村
々
に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
人
々
が
暮
ら
し
て
い
た
。
こ
の
ほ
か
「
總
目
録
」

に
よ
れ
ば
、
元
和
期
の
細
川
領
に
は
い
わ
ゆ
る
農
業
を
主
た
る
生
業
と
し

た
本
百
姓
・
小
百
姓
を
中
心
に
し
つ
つ
も
鍛
冶
炭
焼
・
屋
根
葺
・
檜
皮

か
み
す
き

葺
・
杣
・
紺
屋
・
葛
籠
作
・
塗
師
・
皮
多
・
紙
漉
な
ど
の
特
殊
技
能
を
持

ざ
る

つ
生
業
者
、
町
人
・
干
物
屋
・
塩
売
や
笊
か
た
げ
な
ど
の
商
工
や
運
送
に

従
事
す
る
人
、
座
頭
・
め
く
ら
（
盲
目
）
な
ど
の
（
視
覚
）
障
害
者
、
ま

た
同
様
に
何
ら
か
の
身
体
的
障
害
を
持
っ
た
で
あ
ろ
う
鉢
開
・
念
仏
申
・
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さ
さ
ら
す
り
な
ど
の
民
間
宗
教
者
や
踊
り
子
な
ど
の
芸
能
者
等
、
多
様
な

人
々
が
生
活
し
、
差
別
・
賤
視
な
ど
の
色
々
な
�
藤
を
内
包
し
つ
つ
も
い

わ
ば
村
の
中
に
共
生
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
夫
役
徴
収
の
基
本
台
帳
で
あ

る
人
畜
改
帳
の
中
に
、
の
ち
に
制
度
的
・
社
会
的
差
別
の
対
象
と
な
る

人
々
、
例
え
ば
改
帳
の
な
か
の
葛
籠
作
・
皮
多
・
座
頭
・
め
く
ら
・
鉢

開
・
念
仏
申
・
さ
さ
ら
す
り
・
踊
り
子
な
ど
は
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）

穢
多
頭
弾
左
衛
門
が
幕
府
に
提
出
し
た
配
下
者
の
職
業
と
一
致
す
る
わ
け

だ
が
、
彼
ら
が
掲
載
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
段
階
で
は
社
会
的
疎
外
者
と

な
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
。
し
か
し
『
豊
津
町
史
』

（
上
巻
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
改
帳
に
は
中
世
に
は
賤
民
と
し
て
存
在

し
て
い
た
物
も
ら
い
・
乞
食
な
ど
の
非
人
や
貢
租
・
夫
役
の
負
担
か
ら
除

か
れ
た
と
い
う
河
原
者
（
河
原
居
住
者
）
な
ど
の
記
載
が
み
ら
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
階
層
が
近
世
初
期
の
小
倉
藩
領
内
に
そ
も
そ
も
存
在
し
な

か
っ
た
の
か
、
差
別
対
象
者
・
非
夫
役
負
担
者
と
し
て
記
載
が
な
い
の
か

判
然
と
し
な
い
が
、
寛
永
九
年
六
月
に
は
、
人
畜
改
帳
に
み
ら
れ
な
い

「
非
人
」
へ
の
施
行
記
事
が
「
三
日

小
倉
之
非
人
ハ
せ
け
う
の
所
へ
出

候
へ
と
可
申
旨
候
事
」、「
四
日

非
人
百
四
拾
五
人
ノ
事
は
、
懸
御
目
候

処
、
壱
人
ニ
付
麦
見
合
候
て
、
五
斗
・
三
斗
宛
可
遣
旨
、
奉
修
理
兵
庫
」

（「
御
奉
行
奉
書
抄
出

一
」
永
青
文
庫
）
と
あ
り
、
存
在
し
な
か
っ
た
わ

け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
施
行
対
象
に
も
な
っ
て
い
る
こ
と
が
留
意
さ
れ
よ

う
。

蔵
入
地
と

知

行

地

改
帳
を
見
る
限
り
、
知
行
地
の
記
載
は
な
い
。
規
矩

ち

ぎ
ょ
う

ち

く
ら
い
り

ち

郡
・
仲
津
郡
な
ど
で
は
知
行
地
と
蔵
入
地
（
御
蔵
納
）

の
別
が
記
載
さ
れ
、
両
者
が
入
り
交
じ
る
村
で
は
蔵
入
地
と
知
行
地
に
分

け
て
記
載
す
る
。
し
か
し
京
都
郡
・
田
川
郡
の
場
合
は
蔵
入
地
・
知
行
地

の
区
別
の
記
載
は
な
い
。
こ
れ
は
全
郡
蔵
入
地
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る

が
、
後
述
す
る
小
笠
原
小
倉
藩
領
時
代
に
は
設
定
さ
れ
て
お
り
、
む
し
ろ

区
別
が
さ
れ
な
か
っ
た
記
載
法
が
と
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

例
え
ば
現
勝
山
町
域
に
当
た
る
菩
提
村
で
は
高
二
七
六
石
三
斗
五
升
分

が
慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
）
よ
り
同
七
年
ま
で
益
田
蔵
人
の
知
行
地
、
上

久
保
村
で
は
慶
長
十
八
年
ま
で
同
じ
く
益
田
蔵
人
知
行
地
、
更
に
菩
提
村

は
元
和
九
年
秋
に
生
嶋
平
三
郎
知
行
地
と
な
っ
て
い
る
（「
庄
屋
百
姓
等

申
状
案
並
惣
奉
行
等
用
状
案
」、『
県
史
史
料
』
細
川
（
三
）
二
五
四
〜
六

頁
）。と

こ
ろ
で
知
行
地
と
は
家
臣
に
与
え
ら
れ
る
拝
領
地
の
こ
と
で
、
近
世

初
期
の
特
に
あ
る
程
度
規
模
が
大
き
い
藩
で
は
一
般
的
に
み
ら
れ
た
。
小

倉
藩
で
は
二
代
藩
主
細
川
忠
利
時
代
の
「
豊
前
小
倉
御
侍
帳
」（『
熊
本
県

史
料
』
近
世
１
）
に
よ
れ
ば
六
五
七
人
で
二
九
万
七
七
九
六
石
の
知
行
取

が
い
た
。
先
述
の
よ
う
に
元
和
八
年
（
一
六
二
二
）
の
改
帳
に
は
仲
津
郡

を
除
き
京
都
郡
も
含
め
各
郡
に
は
庄
屋
の
記
載
が
な
い
た
め
、
仲
津
郡
の

場
合
を
み
て
み
よ
う
（
『
大
日
本
近
世
史
料

小
倉
藩
人
畜
改
帳
』
二
所
収
、

元
和
八
年
六
月
十
二
日
「
豊
前
国
仲
津
郡
人
畜
改
帳
」）。

同
郡
で
は
蔵
入
地
（
御
蔵
納
）
の
み
の
村
、
蔵
入
地
と
知
行
地
（
家
臣
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名
記
載
）
が
入
り
交
じ
る
村
、
知
行
地
の
み
の
村
が
存
在
し
、
知
行
地
に

つ
い
て
は
一
名
と
は
限
ら
ず
複
数
名
の
家
臣
（
知
行
取
、
給
人
）
の
知
行

地
が
存
在
す
る
場
合
が
あ
る
。
家
臣
名
に
「
上
り
地
」
と
あ
る
の
は
判
然

と
し
な
い
が
、
知
行
地
が
蔵
入
地
化
さ
れ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、

御
蔵
納
と
は
区
別
さ
れ
る
、
そ
の
意
味
で
知
行
地
と
し
て
の
性
格
を
も
つ

と
こ
こ
で
は
考
え
て
お
き
た
い
。

注
目
さ
れ
る
の
は
、
庄
屋
が
各
村
一
人
で
は
な
く
、
蔵
入
地
と
知
行
地

が
混
在
す
る
村
で
は
各
家
臣
の
知
行
地
に
も
庄
屋
が
お
か
れ
る
傾
向
が

あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
下
原
村
（
現
豊
津
町
）
の
場
合
、
蔵
入
地
に
一
名
、

矢
野
兵
吉
上
り
地
（
知
行
地
）
に
一
人
、
と
一
村
に
二
人
の
庄
屋
が
い
る

が
、
市
野
と
い
う
家
臣
の
知
行
地
に
は
庄
屋
は
お
か
れ
て
い
な
か
っ
た
。

崎
山
村
の
場
合
蔵
入
地
が
な
く
四
人
の
家
臣
知
行
地
が
あ
り
、
更
に
佐
田

吉
左
衛
門
上
り
地
に
は
庄
屋
一
名
が
お
か
れ
る
。
つ
ま
り
家
臣
知
行
地
ご

と
に
庄
屋
が
お
か
れ
て
い
る
。
馬
場
村
の
場
合
、
蔵
入
地
が
な
く
四
人
の

家
臣
知
行
地
が
あ
る
が
、
庄
屋
は
三
人
で
あ
る
。
更
に
上
井
良
原
村
で
は

蔵
入
地
と
六
人
の
家
臣
知
行
地
が
入
り
交
じ
る
が
、
蔵
入
地
に
は
庄
屋
は

お
か
れ
ず
、
家
臣
知
行
地
に
一
人
の
惣
庄
屋
と
三
人
の
庄
屋
が
み
ら
れ

る
。
手
永
を
管
轄
す
る
惣
庄
屋
さ
え
家
臣
知
行
地
の
農
民
が
担
当
し
て
い

た
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
よ
う
に
近
世
初
期
に
あ
た
る
こ
の
時
期
に
は
郡
方
で
の
家
臣
知
行

地
の
存
在
は
大
き
く
、
地
域
社
会
・
村
人
に
与
え
る
影
響
も
蔵
入
地
支
配

に
直
接
当
た
る
代
官
と
と
も
に
無
視
で
き
な
か
っ
た
。
先
述
の
覚
の
よ
う

に
近
世
初
期
の
郡
方
法
令
に
は
、
し
ば
し
ば
「
給
人
代
官
」
と
併
記
さ
れ

る
が
、
そ
れ
は
拝
領
地
で
あ
る
知
行
地
に
独
自
に
庄
屋
を
お
き
、
場
合
に

よ
っ
て
は
広
域
行
政
（
小
倉
藩
で
は
手
永
）
に
も
関
わ
る
惣
庄
屋
さ
え
輩

出
し
た
給
人
の
郡
方
に
対
す
る
支
配
行
政
の
重
要
な
立
場
が
考
慮
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
逆
に
言
え
ば
代
官
な
ど
の
藩
役
人
と
と
も
に
村

に
対
し
て
非
法
を
は
た
ら
く
こ
と
に
も
な
っ
た
。
し
か
し
、
元
和
七
年
七

月
の
郡
奉
行
か
ら
藩
主
忠
利
へ
の
言
上
書
に
「
境
目
在
所
ニ
よ
り
先
年
御

給
人
地
（
知
行
地
）
ヲ
御
倉
納
（
蔵
入
地
）
ニ
申
か
へ
、
今
以
少
々
役
目

御
免
被
下
候
、
此
以
後
御
給
人
地
へ
不
被
成
様
ニ
被
仰
付
、
可
被
下
候

事
」（『
綿
考
輯
録
』
第
四
巻
、
五
六
頁
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
わ

れ
る
よ
う
に
藩
領
境
を
中
心
に
他
領
へ
の
出
奔
者
（
逃
散
百
姓
）
な
ど
の

取
り
締
ま
り
の
意
味
も
あ
っ
て
か
、
知
行
地
の
蔵
入
地
化
（
い
わ
ば
藩
直

轄
）
を
目
指
す
動
き
も
あ
っ
た
。

菩
提
村
百
姓

の

訴

状

と
こ
ろ
で
村
人
か
ら
み
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
給
人
や
代

官
、
す
な
わ
ち
藩
に
よ
る
支
配
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
ろ
う
か
。
元
和
九
年
（
一
六
二
三
）
十
一
月
十
五
日
に
「
菩
提
村
御
百

姓
」
で
あ
る
源
左
衛
門
・
弥
左
衛
門
・
茂
右
衛
門
の
三
名
が
「
御
奉
行

衆
」
あ
て
に
記
し
た
申
状
案
（
全
六
ヶ
条
。『
県
史
史
料
』
細
川
（
三
）
二

五
四
〜
七
頁
）
を
み
て
み
よ
う
。

菩
提
村
の
う
ち
、
一
七
六
石
三
斗
五
升
余
は
慶
長
六
年
か
ら
益
田
蔵
人

の
知
行
地
と
な
り
、
当
該
地
は
益
田
の
家
臣
、
富
永
忠
衛
門
・
伊
藤
兵
右

衛
門
・
嶋
田
與
右
衛
門
尉
の
三
人
に
宛
行
わ
れ
た
。
こ
の
う
ち
伊
藤
は
当
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村
の
百
姓
弥
二
郎
の
年
貢
未
進

（
未
上
納
）
に
対
し
、
そ
の
妻

を
「
質
」
に
と
り
更
に
折
檻
を

し
た
が
、
そ
れ
で
も
弥
二
郎
は

上
納
で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、

結
局
、
彼
は
十
一
歳
と
八
歳
の

二
人
の
息
子
を
刺
殺
し
、
自
身

は
慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）
十

二
月
十
三
日
未
明
に
家
に
火
を

付
け
焼
死
し
た
と
い
う
。
こ
の

よ
う
に
百
姓
が
身
を
も
っ
て
事

実
上
の
抗
議
を
す
る
地
を
知
行
主
益
田
蔵
人
は
「
悪
所
」
と
し
て
返
上
、

慶
長
九
年
よ
り
蔵
入
地
に
な
っ
た
と
い
う
（
一
条
）。

そ
の
後
当
地
の
免
率
（
成
）
は
慶
長
十
四
年
に
二
ッ
三
分
（
二
三
％
）

か
ら
三
ッ
（
三
〇
％
）
に
引
き
上
げ
ら
れ
同
十
六
・
十
七
年
に
は
二
ッ
八

分
に
下
げ
ら
れ
た
も
の
の
、
百
姓
た
ち
は
「
牛
馬
・
家
材
（
財
）・
農
道

具
迄
売
、
納
申
候
」
と
い
う
有
様
で
、
そ
の
結
果
「
多
年
之
つ
か
さ
れ
ニ
、

御
百
姓
め
け
申
」
し
、
同
十
九
年
に
郡
奉
行
小
谷
又
右
衛
門
に
よ
っ
て
、

検
見
が
実
施
、
免
率
は
二
ッ
三
朱
（
二
〇
・
三
％
）
ま
で
下
げ
ら
れ
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
免
率
は
上
昇
し
、
翌
十
九
年
二
ッ
二
分
、
元
和
元
年

二
ッ
一
分
四
朱
、
同
二
年
二
ッ
二
分
七
朱
、
同
三
・
四
年
二
ッ
四
分
、
同

五
・
六
年
は
二
ッ
六
分
、
更
に
同
七
年
に
は
三
分
と
漸
次
、
高
率
化
し
て

い
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
「
年
々
御
免
上
り
、
御
百
姓
い
た
ミ
申
」
し
た
結

果
、
未
進
米
四
〇
石
と
な
っ
た
が
そ
れ
で
も
「
御
代
官
衆
御
さ
い
そ
く

（
催
促
）
被
成
」
た
た
め
牛
五
疋
を
米
六
石
四
斗
に
売
り
立
て
、
ま
た
百

姓
七
人
が
「
在
郷
奉
公
」
に
出
て
米
九
石
を
上
納
、
更
に
京
都
郡
下
田
村

の
「
性
福
寺
」・
下
大
久
保
村
の
「
新
介
」・
仲
津
郡
大
橋
村
の
「
惣
兵

衛
」
の
三
者
よ
り
借
米
な
ど
を
し
て
何
と
か
年
貢
皆
済
（
全
て
上
納
）
し

た
も
の
の
、
借
米
に
つ
い
て
は
「
此
米
元
利
共
当
年
壱
粒
も
返
弁
不
仕

間
、
も
は
や
か
り
（
借
り
）
申
事
も
不
罷
成
、
め
い
わ
く
」
と
い
う
状
況

に
立
ち
至
っ
て
い
る
の
で
あ
る
（
二
条
）。

こ
の
ほ
か
、
大
橋
（
津
出
地
）
ま
で
年
貢
米
を
運
送
す
る
た
め
に
百
姓

が
馬
を
持
た
な
い
た
め
駄
賃
馬
を
借
り
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
年
貢
一
石
に

五
升
、
す
な
わ
ち
百
石
に
つ
き
五
石
も
余
計
な
支
出
を
菩
提
村
百
姓
が
強

い
ら
れ
る
こ
と
を
、
藩
側
は
認
識
し
て
お
ら
ず
、
浜
辺
の
村
と
の
不
公
平

も
訴
え
ら
れ
る
（
四
条
）。
更
に
年
貢
米
の
ほ
か
に
本
種
子
夫
米
・
薪

米
・
加
損
米
な
ど
計
四
〇
石
ほ
ど
の
上
納
も
命
じ
ら
れ
て
お
り
「
是
を
被

召
上
候
ハ
ヽ
、
御
百
姓
壱
人
も
堪
忍
難
遂
」
と
窮
状
を
嘆
き
、
こ
の
よ
う

な
事
情
を
「
御
代
官
へ
申
上
候
へ
共
、
御
奉
行
衆
よ
り
被
仰
出
候
儀
、
何

ニ
て
も
御
理
り
申
上
儀
不
成
候
と
、
被
仰
」
と
代
官
へ
訴
え
て
も
奉
行
衆

の
意
向
と
し
て
聞
き
入
れ
て
も
ら
え
な
い
と
し
て
い
る
（
六
条
）。

こ
の
よ
う
に
菩
提
村
は
知
行
地
・
蔵
入
地
い
ず
れ
の
場
合
も
、
給
人
・

代
官
に
よ
る
年
貢
収
納
の
厳
し
さ
が
訴
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
菩
提
村
の
三

人
の
百
姓
は
、
年
貢
率
を
定
免
に
し
て
欲
し
い
こ
と
、
百
姓
が
負
担
す
る

写真５―８ 菩 提 村
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役
目
も
三
な
い
し
五
年
の
間
免
除
し
て
欲
し
い
こ
と
を
切
願
し
、
最
後
に

菩
提
村
は
「
悪
所
」
で
益
田
氏
の
知
行
地
と
な
っ
て
以
降
「
も
は
や
弐
拾

年
余
も
、
年
々
ニ
節
記
（
季
）
ニ
ハ
あ
り
け
な
き
御
糾
明
年
」
の
た
め
、

生
ま
れ
た
所
で
は
あ
る
も
の
の
村
に
は
も
は
や
住
め
な
い
と
思
う
の
で
あ

る
が
、雖

然
、
古
郷
（
故
郷
）
ほ
う
し
か
た
く
（
忘
じ
難
く
）
候
て
、
当
年
迄
ハ
堪
忍
仕
候

こ
と

と
、
菩
提
村
は
自
分
た
ち
の
「
古
郷
」
ゆ
え
忘
れ
が
た
く
過
重
な
徴
収
と

過
酷
な
生
活
に
も
我
慢
し
て
い
る
、
と
の
思
い
を
加
え
て
い
る
（
六

条
）。
し
か
し
、
こ
れ
は
領
主
側
の
認
識
が
改
ま
ら
な
け
れ
ば
生
ま
れ
た

地
か
ら
の
他
所
へ
の
逃
散
（
走
り
）
な
ど
も
辞
さ
な
い
、
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
も
あ
ろ
う
。

農
政
の
姿
勢

そ
も
そ
も
、
当
時
の
領
主
側
の
農
政
の
姿
勢
は
ど
の
よ

う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
十
二
月
に
示
さ
れ
た
覚
で
は
百
姓
保
護
の
立

場
が
打
ち
出
さ
れ
た
。

一
、
在
々
者
共
覚
悟
善
悪
見
届
次
第
聞
届
可
被
申
聞
事

一
、
所
々
百
姓
迷
惑
仕
儀
有
之
ハ
、
代
官
給
人
令
談
合
可
然
様
可
被
申
付
事

一
、
代
官
給
人
善
悪
可
被
見
届
事

し
か
し
、
他
方
で
厳
し
い
糾
明
の
姿
勢
も
み
ら
れ
た
。

一
、
糾
明
之
者
搦
捕
事
、
旨
儀
ニ
よ
り
不
成
事
有
之
者
、
於
其
場
可
被
成
敗
事

（『
綿
考
輯
録
』
第
二
巻
、
四
二
二
頁
）

こ
の
点
に
つ
い
て
も
う
少
し
具
体
的
に
み
て
み
よ
う
。
例
え
ば
、
元
和

二
年
、
企
救
郡
到
津
村
の
庄
屋
が
村
の
惣
百
姓
を
筑
前
境
ま
で
「
走
ら
」

せ
（
逃
散
）、
こ
れ
を
材
料
に
減
免
を
要
求
・
交
渉
す
る
事
件
が
起
こ
っ

た
。
こ
れ
に
対
し
逃
散
百
姓
を
残
ら
ず
誅
伐
す
れ
ば
田
畠
が
過
分
に
荒
れ

る
た
め
に
こ
の
よ
う
な
措
置
へ
の
慎
重
論
も
あ
る
が
、「
後
之
さ
ゝ
わ

り
」（
支
障
）
に
も
な
る
の
で
逃
散
百
姓
は
庄
屋
を
は
じ
め
こ
と
ご
と
く

「
な
て
き
り
」
と
し
、
そ
の
上
で
名
子
・
女
子
以
下
は
助
け
、「
本
百
姓

ニ
可
仕
」
と
の
方
針
を
細
川
忠
興
は
示
し
た
。
更
に
「
新
百
姓
と
申
は
、

所
之
荒
候
を
毛
を
付
、
居
住
を
は
な
れ
、
我
々
申
儘
ニ
」
来
住
し
た
い
わ

ば
他
所
か
ら
の
者
で
、「
新
百
姓
其
外
名
子
を
本
百
姓
ニ
仕
」
と
い
う
、

い
わ
ば
身
分
・
出
自
に
こ
だ
わ
ら
な
い
新
百
姓
の
取
立
て
を
基
本
と
し
た

（『
細
川
家
史
料
』
二
、
八
七
〜
九
頁
、
寛
永
元
年
四
月
七
日
付
、
細
川
忠
利

宛
細
川
忠
興
書
状
）。
た
だ
自
領
の
逃
散
百
姓
に
は
慎
重
論
に
も
耳
を
か

さ
ず
な
で
切
り
と
い
う
、
村
・
百
姓
に
対
す
る
強
硬
姿
勢
は
細
川
忠
利
も

基
本
的
に
同
じ
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
忠
利
は
元
和
十
年
（
寛
永
元
・
一
六
二
四
）
正
月
十
五
日
付

郡
奉
行
宛
書
状
で
「
う
け
お
い
候
物
成
之
儀
は
、
其
在
所
つ
ぶ
れ
候
と
も

ゆ
る
し
置
間
敷
候
、
日
損
・
水
損
・
風
損
ハ
土
免
之
上
、
理
次
第
検
見
を

出
シ
可
相
定
候
事
」（『
綿
考
輯
録
』
第
四
巻
、
九
六
頁
）
と
、
村
請
で
年

貢
を
請
け
負
っ
た
以
上
は
村
が
潰
れ
て
も
容
赦
し
な
い
と
い
う
強
い
姿
勢

で
あ
っ
た
。

た
だ
、
各
地
農
民
か
ら
慶
長
検
地
の
不
備
、
つ
ま
り
田
畠
品
位
評
価
や
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石
盛
に
不
公
平
が
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
諸
役
減
免
な
ど
の
諸
負
担
の
軽

減
を
要
求
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
う
け
、
寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）

に
な
っ
て
、
京
都
郡
は
規
矩
・
仲
津
・
築
城
・
上
毛
各
郡
と
と
も
に
、
検

地
帳
の
改
正
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
検
地
は
例
え
ば
寛
永
三
年
規
矩
郡
水

町
村
検
地
帳
の
奥
書
に
よ
れ
ば
「
右
御
検
地
、
庄
屋
・
百
姓
罷
出
、
相
談

之
上
、
以
御
竿
請
、
其
外
万
有
体
ニ
被
仰
付
候
所
如
」
さ
れ
庄
屋
か
ら
藩

の
検
地
奉
行
及
び
横
目
へ
報
告
し
、
こ
れ
を
う
け
て
こ
の
両
役
が
庄
屋
に

対
し
て
「
右
之
通
少
も
無
相
違
、
竿
ノ
上
入
所
地
味
之
上
中
下
、
其
方
と

立
相
極
申
所
如
件
」
と
、
庄
屋
立
ち
会
い
の
う
え
で
、
双
方
が
納
得
の
上

で
検
地
を
行
い
、
帳
面
を
作
成
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（『
北
九
州
市
史

近
世
』
九
三
頁
）。

ま
た
給
人
の
公
事
介
入
の
禁
止
と
い
う
施
策
も
打
ち
出
さ
れ
た
。
寛
永

元
年
九
月
七
日
、
藩
主
忠
利
は
「
百
姓
之
公
事
其
給
人
取
さ
ば
き
候
事
曽

而
無
用
候
、
百
姓
と
百
姓
と
の
間
ニ
中
分
候
は
公
事
ニ
可
仕
候
、
又
与
子

ノ
公
事
、
与
頭
取
あ
つ
か
ひ
候
事
（
略
）
給
人
与
頭
之
構
に
て
有
之
間
敷

候
」（『
綿
考
輯
録
』
第
四
巻
、
一
〇
九
頁
）
と
、
百
姓
相
互
の
総
論
に
給

人
が
介
入
す
る
こ
と
を
禁
止
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
細
川
氏
の
農
政
の
姿
勢
は
逃
散
の
責
任
は
な
で
切
り
に

し
て
追
及
し
、
物
成
（
年
貢
収
納
）
は
村
が
請
け
負
っ
た
以
上
は
村
潰
れ

の
覚
悟
で
取
り
立
て
る
と
い
う
よ
う
に
大
変
厳
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。
そ

れ
で
も
百
姓
の
要
求
を
漸
次
受
け
入
れ
な
が
ら
取
る
側
と
取
ら
れ
る
側
の

納
得
（
合
意
）
の
上
で
農
政
が
展
開
す
る
素
地
も
作
ら
れ
て
い
き
、
百
姓

と
直
接
関
わ
る
機
会
が
多
か
っ
た
地
方
知
行
拝
領
の
給
人
な
ど
の
恣
意
も

制
限
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

矢
山
の
牧
場

「
日
帳
」
寛
永
元
年
十
月
二
十
四
日
条
に
次
の
よ
う
な

記
載
が
あ
る
。

一
、
小
荷
駄
牧
山
見
立
ニ
、
平
田
勘
兵
衛
を
被
遣
候
へ
は
、
規
矩
郡
之
内
ひ
ろ
う
か

だ
い
（
平
尾
台
）
ノ
ひ
が
し
ノ
方
、
や
山
（
矢
山
）
と
申
所
、
一
段
可
然
之
由

候
而
罷
帰
候
、
か
こ
い
な
と
申
付
候
て
、
馬
を
入
可
申
之
由
ニ
候
事

（『
県
史
史
料
』
細
川
（
一
）
八
七
頁
）

つ
ま
り
荷
物
運
搬
用
の
駄
馬
を
繁
殖
さ
せ
る
牧
山
（
牧
場
）
の
新
設
場

所
が
藩
か
ら
派
遣
さ
れ
た
平
田
に
よ
っ
て
規
矩
（
企
救
）
郡
内
平
尾
台
東

方
の
矢
山
（
勝
山
町
上
矢
山
）
に
選
定
さ
れ
、
囲
い
を
築
い
て
馬
を
入
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
後
矢
山
の
牧
で
は
駄
馬
の
子

も
生
ま
れ
た
が
、「
矢
山
之
御
牧
ニ
当
春
生
申
候
駄
馬
、
か
け
（
崖
）
よ

り
落
申
候
而
死
申
由
」（「
日
帳
」
寛
永
三
年
十
一
月
二
日
条
、『
県
史
史

料
』
細
川
（
一
）
一
六
九
頁
）、
あ
る
い
は
「
矢
山
ノ
駄
馬
壱
匹
昨
日
死
申

由
」（「
日
帳
」
同
年
十
二
月
六
日
条
）
と
事
故
な
ど
で
死
ぬ
場
合
も
あ
っ

た
よ
う
だ
。
か
か
る
事
情
も
考
慮
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
寛
永
七
年

（
一
六
三
〇
）
三
月
段
階
で
「
矢
山
御
馬
数
」
は
母
馬
七
疋
、
父
馬
二
疋
、

二
歳
子
馬
一
疋
、
当
年
子
馬
三
疋
、
計
一
三
疋
が
飼
育
さ
れ
て
い
た
も
の

の
（
「
日
帳
」
同
年
三
月
十
二
日
条
『
県
史
史
料
』
細
川
（
二
）
四
二
七
頁
）
、

こ
の
時
期
「
矢
山
之
御
牧
山
之
御
番
之
者
申
候
は
、
御
牧
之
馬
沢
田
ニ
御

う
つ
し
被
成
」（「
日
帳
」
同
年
四
月
六
日
条
、
同
書
四
四
五
頁
）
と
沢
田
つ
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ま
り
寒
田
（
築
上
郡
築
城
町
寒
田
）
に
設
置
さ
れ
て
い
た
同
じ
藩
営
牧
場

に
移
さ
れ
、
矢
山
の
牧
場
は
閉
じ
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
細
川
氏
は
こ
の

よ
う
な
駄
馬
や
「
さ
う
や
く
」（「
日
帳
」
寛
永
四
年
正
月
二
十
八
日
条
、

『
県
史
史
料
』
細
川
（
一
）
二
七
五
頁
）
す
な
わ
ち
雑
役
に
使
用
す
る
雌
の

雑
役
馬
な
ど
を
繁
殖
・
飼
育
さ
せ
る
た
め
に
、
矢
山
と
と
も
に
寒
田
と
松

山
（
京
都
郡
苅
田
町
松
山
）
の
三
牧
を
設
け
て
い
た
の
で
あ
る
。（
川
本
英

紀
「
牧
場
の
あ
っ
た
村
①
」『
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
の
歴
史
学
』
一
〇
五
）。
松
山

の
牧
場
は
寛
永
元
年
四
月
に
設
営
工
事
が
は
じ
ま
り
完
成
後
に
薩
摩
か
ら

の
馬
が
放
た
れ
た
。
寒
田
の
牧
場
の
開
始
は
分
か
ら
な
い
が
、
川
本
は
三

牧
の
な
か
で
は
最
も
早
か
っ
た
と
想
定
し
て
い
る
。
ま
た
細
川
氏
の
転
封

に
と
も
な
っ
て
寒
田
と
松
山
の
二
牧
（
矢
山
の
牧
は
先
述
の
よ
う
に
寛
永

七
年
三
〜
四
月
ご
ろ
に
は
閉
じ
て
い
た
）
は
閉
鎖
、
馬
が
肥
後
へ
移
さ
れ
た

可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

細
川
氏
の

肥
後
転
封

細
川
忠
利
の
祖
父
藤
孝
（
幽
斎
）
は
足
利
将
軍
家
家
臣

の
三
淵
晴
員
の
二
男
と
し
て
生
ま
れ
た
が
、
足
利
義
晴

（
室
町
幕
府
十
三
代
将
軍
）
の
命
で
細
川
元
常
の
養
子
と
な
り
、
織
田
信

長
よ
り
天
正
元
年
（
一
五
七
三
）
七
月
山
城
国
で
桂
川
か
ら
西
の
地
（
一

万
石
）
を
拝
領
し
て
長
岡
に
居
し
た
。
こ
れ
が
大
名
細
川
氏
（
長
岡
氏
）

の
事
実
上
の
誕
生
で
あ
る
が
、
そ
の
後
天
正
十
七
年
に
幽
斎
（
藤
孝
は
天

ち

は
つ

正
十
年
の
本
能
寺
の
変
後
に
薙
髪
し
幽
斎
と
号
す
る
）
と
そ
の
子
忠
興
は
豊

臣
秀
吉
か
ら
丹
後
一
国
（
一
一
万
七
〇
〇
石
。
ほ
か
に
無
役
地
あ
り
）
を
与

え
ら
れ
、
忠
興
は
同
国
宮
津
を
本
拠
と
し
た
。
以
上
の
よ
う
な
経
緯
か
ら

細
川
氏
は
織
豊
取
立
大
名
と
い
え
る
が
、
か
か
る
大
名
家
に
と
っ
て
中
央

政
権
（
豊
臣
政
権
・
徳
川
政
権
）
に
よ
る
領
地
替
（
転
封
）
に
対
す
る
現

実
感
は
、
戦
国
期
を
通
じ
て
領
地
替
が
な
か
っ
た
九
州
大
名
家
（
鹿
児
島

島
津
氏
・
人
吉
相
良
氏
・
佐
賀
鍋
島
氏
・
平
戸
松
浦
氏
・
大
村
氏
な
ど
）
に

比
べ
れ
ば
高
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
に

細
川
氏
国
替
の
噂
が
出
た
と
き
、
忠
興
は
お
お
か
た
は
「
雑
説
」
と
考
え

（
四
月
六
日
忠
興
書
状
）
実
際
そ
の
噂
は
現
実
化
し
て
い
な
い
が
、
寛
永

八
年
の
噂
は
現
実
化
し
、
肥
後
熊
本
へ
転
封
し
た
。
実
は
細
川
氏
に
し
て

み
れ
ば
「
大
大
名
」
に
な
る
チ
ャ
ン
ス
で
は
あ
っ
た
が
、
忠
興
は
忠
利
に

「
肥
後
ハ
舟
付
キ
悪
キ
国
に
て
候
、
我
等
ハ
望
無
之
身
上
に
て
候
」（
六

月
二
十
三
日
細
川
忠
利
宛
忠
興
書
状
。「
細
川
家
史
料
」
三
）
と
い
っ
た
地
で

あ
っ
た
。
徳
川
秀
忠
没
後
に
肥
後
熊
本
藩
主
加
藤
忠
広
の
嫡
子
光
広
謀
叛

の
謀
書
が
発
覚
し
た
と
さ
れ
、
ま
た
忠
広
は
無
断
で
光
広
を
国
元
へ
帰
す

な
ど
し
て
三
代
将
軍
家
光
の
勘
気
を
こ
う
む
り
加
藤
氏
は
改
易
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
細
川
氏
は
転
封
の
噂
が
た
っ
た
時
、
転
封
先
と
し
て
毛
利
氏
所

領
で
あ
っ
た
長
門
・
周
防
、
黒
田
氏
所
領
で
あ
っ
た
筑
前
な
ど
も
想
定
し

て
い
た
。
毛
利
家
は
関
ケ
原
合
戦
に
際
し
西
軍
の
総
大
将
と
な
っ
た
大
名

家
（
毛
利
輝
元
）
と
い
う
歴
史
を
背
負
っ
て
お
り
、
黒
田
家
は
こ
の
時
期
、

藩
主
忠
之
と
老
臣
栗
山
大
膳
な
ど
と
の
対
立
（
い
わ
ゆ
る
黒
田
騒
動
）
が

起
こ
っ
て
い
た
。
し
か
し
実
際
は
島
津
氏
へ
の
押
さ
え
な
ど
の
問
題
も
あ

り
肥
後
に
転
封
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
後
、
細
川
氏
は
幕
末
期
ま

で
肥
後
に
定
着
す
る
こ
と
に
な
る
。
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